
､

は
じ
め
に

朱
丹
溪
（
二
一
八
一
’
一
三
五
八
）
は
金
元
四
大
家
の
ひ
と
り
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
が
、
時
代
的
に
他
の
三
人
よ
り
遅
れ
て
出
現

し
て
い
る
為
、
そ
れ
ま
で
の
諸
説
を
総
合
す
る
立
場
に
あ
り
、
ま
た

「
陽
有
余
陰
不
足
説
」
を
唱
え
て
養
陰
派
と
呼
ば
れ
、
そ
の
医
説
は

そ
の
後
の
医
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

蝿
世
紀
の
日
本
の
医
学
は
、
金
元
医
学
の
導
入
に
よ
っ
て
そ
の
面

目
を
一
新
し
た
。
こ
の
時
に
主
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
体
系
が
李

東
垣
と
朱
丹
溪
の
も
の
で
あ
っ
た
為
、
李
朱
医
学
と
い
う
名
称
が
定

着
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
人
の
医
学
体
系
は
異
な
っ
た
基

盤
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
単
に
李
朱
医
学
と
呼
ぶ
の
は
妥
当
で
は
な

い
と
考
え
る
。

日
本
に
始
め
て
系
統
的
に
金
元
医
学
を
導
入
し
た
田
代
三
喜
（
一

日
本
に
於
け
る
朱
丹
溪
学
説
の

受
容
に
つ
い
て

安
井
広
迪

四
六
五
’
一
五
四
三
）
は
一
四
九
八
年
に
明
よ
り
帰
朝
し
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
略
ｌ
Ⅳ
世
紀
に
出
現
し
て
き
た
新
し
い
動
き
（
李
東
垣
か

ら
発
生
し
、
丹
溪
学
説
に
対
立
す
る
）
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
弟
子

の
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
’
一
五
九
四
）
の
生
き
た
時
代
は
、
醇
己

や
趙
献
可
、
張
景
岳
と
重
複
す
る
が
、
そ
の
医
学
体
系
は
虞
榑
な
ど

朱
丹
渓
の
影
響
を
強
く
受
け
た
人
の
も
の
を
受
け
継
い
で
お
り
、
日

本
に
お
け
る
丹
溪
学
派
の
一
人
と
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
彼
の

代
表
的
著
書
『
啓
辿
集
』
が
、
ど
の
程
度
朱
丹
溪
の
影
響
を
受
け
て

い
る
か
を
、
主
と
し
て
そ
の
引
用
文
献
か
ら
探
っ
て
み
た
。

丹
溪
学
派
の
系
譜

金
元
医
学
の
発
端
を
な
す
も
の
は
成
無
己
の
『
註
解
傷
寒
論
』

（
二
四
四
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
彼
の
方
法
論
の
延
長
線
上
に
多

く
の
新
理
論
が
出
現
し
た
。
最
初
に
現
わ
れ
た
の
は
劉
完
素
（
二

一
○
’
二
一
○
○
）
で
、
火
熱
に
よ
る
疾
病
を
重
視
し
、
治
療
に
寒

凉
薬
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
寒
凉
派
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の

劉
完
素
の
弟
子
に
荊
山
の
浮
屠
が
あ
り
、
そ
の
弟
子
が
羅
知
悌
で
あ

る
。
朱
丹
溪
は
こ
の
羅
知
悌
に
学
ん
だ
。
即
ち
彼
は
劉
完
素
か
ら
数

え
て
三
代
目
の
弟
子
に
当
る
。

朱
丹
渓
は
江
南
の
産
で
あ
る
。
南
方
に
は
湿
熱
の
病
が
多
く
、
北
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方
の
劉
完
素
が
行
っ
た
よ
う
に
辛
燥
の
剤
を
用
い
て
火
熱
を
潟
す

る
と
、
た
や
す
く
陰
を
損
い
火
旺
の
状
態
と
な
る
こ
と
を
見
抜
い
た

彼
は
、
「
陽
有
余
陰
不
足
論
」
を
唱
え
、
陰
を
滋
し
、
虚
火
を
降
す

処
方
を
多
く
用
い
た
。
養
陰
派
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

朱
丹
溪
に
は
戴
思
恭
（
『
証
治
要
訣
』
の
著
者
）
、
王
履
（
『
医
経
○
狐

集
』
の
著
者
）
な
ど
直
接
の
弟
子
の
ほ
か
、
孫
弟
子
の
劉
純
（
『
玉
機

微
義
』
の
著
者
）
や
、
思
想
的
に
強
く
影
響
を
受
け
た
王
倫
（
『
明
医

雑
著
』
の
著
者
）
や
虞
榑
（
『
医
学
正
伝
』
の
著
者
）
な
ど
の
彼
の
学
説

を
継
ぐ
多
く
の
後
継
者
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
流
派
は
、
李
東
垣

の
補
土
派
か
ら
発
生
し
て
醇
己
や
張
景
岳
に
至
る
一
派
と
並
ん
で
明

代
初
期
ｌ
中
期
の
二
大
流
派
を
形
成
し
た
。

『
啓
迪
集
』
に
お
け
る
丹
渓
学
派
の
影
響

『
啓
迪
集
』
は
凡
そ
六
四
種
の
文
献
を
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
う
ち
、
朱
丹
溪
の
影
響
下
に
あ

る
も
の
が
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か
を
探
り
、
若
干
の
内
容
の
検
討
を
行

っ
た
。
『
啓
迪
集
』
に
名
前
を
載
せ
ら
れ
た
各
文
献
の
引
用
回
数
の

上
位
十
傑
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
医
学
正
伝
（
虞
榑
）
四
三
四

２
、
玉
機
微
義
（
劉
純
）
三
九
○

３
、
医
林
集
要
（
王
璽
）
二
六
二

４
、
丹
溪
心
法
（
朱
丹
溪
？
）
一
八
五

５
、
恵
済
方
（
王
永
輔
）
一
六
八

６
、
医
方
撰
要
（
周
文
采
）
六
三

７
、
婦
人
大
全
良
方
（
陳
自
明
）
六
一

８
、
諸
証
弁
疑
（
呉
球
）
三
○

９
、
傷
寒
活
人
指
掌
図
（
呉
恕
）
二
九

ｍ
、
明
医
雑
著
（
王
縮
）
二
九

最
も
引
用
回
数
の
多
い
『
医
学
正
伝
』
（
一
五
一
五
）
は
、
各
病
門

ご
と
に
『
内
経
』
に
よ
っ
て
論
を
立
て
、
次
い
で
脈
法
に
触
れ
、
方

法
（
治
療
原
則
）
を
述
べ
て
い
る
。
方
法
の
冒
頭
に
は
常
に
「
丹
渓

曰
く
」
と
あ
り
、
著
者
の
虞
榑
が
い
か
に
丹
溪
に
私
叔
し
て
い
た
か

が
伺
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
収
載
処
方
は
丹
溪
の
創
方
に
限
ら
ず
、

『
傷
寒
論
』
を
始
め
と
し
、
『
和
剤
局
方
』
や
他
の
金
元
四
大
家
の
も

の
な
ど
、
広
い
視
野
で
選
ば
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
常
に

丹
溪
の
思
想
が
流
れ
て
い
る
。
同
じ
傾
向
は
、
劉
純
や
王
論
そ
の
他

の
著
書
に
も
見
受
け
ら
れ
、
『
啓
迪
集
』
は
丹
溪
学
派
の
説
を
濃
厚

に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
婦
人
門
で
は

陳
自
明
の
『
婦
人
大
全
良
方
』
が
、
ま
た
傷
寒
門
で
は
『
傷
寒
活
人
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、

指
掌
図
』
や
『
傷
寒
百
問
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

必
ず
し
も
丹
溪
学
説
と
は
関
係
が
な
い
が
、
そ
の
部
門
の
特
殊
性
に

よ
り
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
を
通
し
て
『
啓
迪
集
』
は
、
引
用
書
目
か
ら
見
て
も
、
内
容

か
ら
見
て
も
、
朱
丹
溪
の
影
響
が
非
常
に
強
い
が
、
朱
丹
溪
の
考
え

方
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
丹
溪
没
後
に
発
展
し
た
学
説
を
、
道
三
の

考
え
で
取
捨
選
択
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
少
数

な
が
ら
東
垣
学
派
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

私
達
日
本
人
は
、
昔
か
ら
中
国
文
化
の
影
響
を
深
く
受
け
て
き
た

が
、
明
治
期
、
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
全
般
的
に
欧
米
文
化
志
向

と
な
っ
た
。
し
か
し
道
徳
規
範
と
し
て
の
中
国
思
想
は
教
育
に
取
り

入
れ
ら
れ
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
こ
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。
戦
後

は
、
思
想
・
実
践
の
両
面
に
お
い
て
、
中
国
文
化
は
そ
の
存
在
の
基

盤
を
失
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
中
国
伝
統
医
学
を
修
得
し
よ
う
と
す
る
学

生
が
ど
の
程
度
の
素
養
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
第
一
学
年
を

対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
前
回
発
表
の
機
会
を
得
た
。

そ
の
結
果
は
、
知
識
は
あ
る
程
度
持
っ
て
は
い
る
が
、
年
齢
に
よ
る

差
が
歴
然
と
表
わ
れ
て
お
り
、
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま

た
「
気
」
に
つ
い
て
も
独
善
の
理
解
が
目
立
っ
た
。

今
回
、
最
高
学
年
た
る
三
年
生
が
専
門
的
教
育
課
程
を
終
了
す
る

中
国
伝
統
医
学
修
得
学
生
の

漢
語
素
養
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

小
杉

順
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